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　ＳＡＢＡとは、禅寺の僧堂でお食事の前に、七粒ほどのご飯
をお膳のすみに取っておき、後で小鳥に施す「生飯（さば）」と
いうお作法のことです。
　これを日本の皆さんの１食１円のＳＡＢＡとして、アジアの
貧しい国々の子ども達のために学校建築（教育）や、井戸やト
イレの設置（環境衛生向上）を支援する、国際ボランティア資
金の運動です。１食１円ならどなたにもできます。塵も積もれ
ば山となるように、皆さんの御協力をお願いする大きな愛の運
動です。（この運動は、特定の政党や宗教や思想に関係のない、
非営利の国民運動です。）
　綴じ込みの郵便振替用紙を使い年会費やＳＡＢＡ運動等の協
力金をお送りください。お送りいただいた皆様には毎月『圓福』
と『おもいやり』をお送りし、円福友の会の活動と円福寺愛育
園の子どもたちの様子をご報告いたします。

1食1円のＳＡＢＡ運動で世界の平和に尽くしましょう。

円福友の会入会のすすめ

表紙の写真
　四月から円福友の会エコ村支援サブディレクターに就任を予定して

いるラット氏です。

　坂井氏が訪問した時に、たわわに実った果樹を見せてくれています。

ラット氏は、体が不自由な奥さんと長男（麻痺）を抱えながら、借金は絶

対するなという母の教えを堅く守って、勤勉に農業を営み、電気工事の

技術も持って、円福友の会模範農家として頑張っています。坂井氏の訪

問記（3月号 11，12，13ｐ）をご覧になってください。そして、本文もご

覧になってください。とても立派だと思います。

にこにこ法話　　一本のろうそくの火 １ｐ

カンボジア支援　これからの支援活動について ４ｐ

養育随想　子どもの幸せ 12ｐ

４月号の内容

●
タ
イ
ス
ラ
ム
奨
学
生
支
援

（
千
葉
県
） 

齋
藤
　
　
進
　
様

（
東
京
都
） 

坂
井
　
和
・
真
岐
子
　
様

（
埼
玉
県
） 

久
保
田
光
宏
　
様

（
長
野
県
） 

小
山
　
秀
一
　
様

半
田
　
周
央
　
様

●
お
も
い
や
り
の
会

（
千
葉
県
） 

齋
藤
　
　
進
　
様

（
埼
玉
県
） 

久
保
田
光
宏
　
様

（
長
野
県
） 

小
山
　
秀
一
　
様

塚
田
　
良
夫
　
様

竹
内
　
郁
子
　
様

丸
山
　
康
雄
　
様

小
林
　
季
雄
　
様

古
澤
　
　
望
　
様

秋
山
桂
一
郎
　
様

半
田
　
周
央
　
様

鈴
木
　
良
典
　
様

三
村
　
　
恵
　
様

大
川
　
和
宏
　
様

●
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

（
長
野
県
） 

小
山
　
秀
一
　
様

小
出
　
貞
之
　
様

水
本
　
一
雄
　
様

半
田
　
周
央
　
様

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
資
金

（
栃
木
県
） 

堀
江
の
り
子
　
様

（
千
葉
県
） 

立
花
　
幹
也
　
様

齋
藤
　
　
進
　
様

（
埼
玉
県
） 

三
星
　
　
剛
　
様

久
保
田
光
宏
　
様

（
神
奈
川
県
） 

吉
田
　
典
吉
　
様

砂
田
　
慎
治
　
様

（
長
野
県
） 

小
山
　
秀
一
　
様

小
出
　
貞
之
　
様

水
本
　
一
雄
　
様

望
月
　
暉
信
　
様

二
瓶
　
　
仁
　
様

栁
澤
　
一
誠
　
様

塚
田
　
良
夫
　
様

半
田
　
周
央
　
様

●
エ
コ
村
支
援

（
千
葉
県
） 

齋
藤
　
　
進
　
様

（
東
京
都
） 

坂
井
　
和
・
真
岐
子
　
様

（
埼
玉
県
） 

富
沢
　
　
進
　
様

久
保
田
光
宏
　
様

（
長
野
県
） 

小
山
　
秀
一
　
様

柴
田
　
孫
栄
　
様

塚
田
　
良
夫
　
様

竹
内
　
郁
子
　
様

玄
　
照
　
寺
　
様

半
田
　
周
央
　
様

令
和
五
年
三
月
分

（
二
月
二
十
八
日
〜
三
月
二
十
七
日
）

感
謝
の
お
知
ら
せ

世
界
法
民
人
類
連
帯

「
円
福
友
の
会
」
機
関
誌

『
円
福
』（
毎
月
一
回
発
行
）

円
福
友
の
会
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
会
員

会
費
　個
人
加
盟
　年
額

　三
、〇
〇
〇
円

　
　　グ
ル
ー
プ
加
盟
　年
額

　一
、〇
〇
〇
円

振
替
用
紙
で
御
送
金
下
さ
い
。

『
円
福
』

第

五
一
一
号

定
価
一
五
〇
円

発
行
日

　令
和
５
年
４
月
10
日

発
行
人

　
　
　藤

　本

　光

　世

発
行
所

　円

福

友

の

会

〒
388-

　
8005 

長
野
市
篠
ノ
井
横
田
円
福
寺

　Ｔ
Ｅ
Ｌ(

〇
二
六)

二
九
二
｜

〇
三
八
一

　Ｆ
Ａ
Ｘ(

〇
二
六)

二
九
三
｜

九
六
二
九

　振
替
口
座

　〇
〇
五
二
〇̶

七̶

一
六
二
五
六

（
三
人
以
上
）

個
人
加
盟
で
も
「
円
福
」
三
冊
送
り
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
号

四
月
の
法
母
会

　
二
十
三
日（
第
四
日
曜
日
）　

　
午
前
八
時
半
よ
り

五
月
の
参
禅
会

　
七
日（
第
一
日
曜
日
）

　
早
朝
五
時
よ
り

時
間
が
早
ま
り
ま
す
。
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
お
気
を
つ
け
て
お
い
で

下
さ
い
。



一
本
の
ろ
う
そ
く
の
火

一
本
の
ろ
う
そ
く
の
火

ソ
フ
ァ
ッ
ト
氏
の
コ

ロ
ナ
禍
を
経
た
今
の
エ

コ
村
の
報
告
を
エ
ク
セ

ル
の
表
に
ま
と
め
て
確

認
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

以
下
は
、
ソ
フ
ァ
ッ

ト
氏
が
見
易
く
ま
と
め
て
く
れ
た
円
福
友
の
会

寄
贈
井
戸
と
寄
贈
家
族
の
状
況
の
表
と
グ
ラ
フ

で
す
。

 

寄

贈

井

戸

三
四
本
の
う

ち
、

稼

働

中

が

二

〇

（
五
九
％
）、

不

明

が

三

（
九
％
）、
少

し
し
か
出
な

い
一
（
三
％
）

壊
れ
た
か
無
く
な
っ

た
一
〇
（
二
九
％
）

で
し
た
。

た
い
へ
ん
で
す
。

EFA well condition: Nos. % Livelihood ratings Nos. %

working ○ 20 59 model farmer 4 15%, hard skilled

unknown ？ 3 9 hand-to-mouth 10 37%, survicved by

poor yield and quality △ 1 3 undernourished 7 22%, marginally

broken & abandoned × 10 29 outmigrated 7 26%, sold the land

34 100 Total farmers 28 100%
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ん
、
隣
国
の
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
が
う
ら
や
ま
し

い
、
と
。
吉
田
顧
問
が
内
戦
に
よ
り
密
告
社
会

が
で
き
、
人
が
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
、
私
腹
を

肥
や
し
、
共
助
の
社
会
を
築
く
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
た
こ
と
も
思
い
出

し
ま
し
た
。

彼
自
身
が
内
戦
で
父
母
き
ょ
う
だ
い
す
べ
て

を
殺
さ
れ
、
瀕
死
の
中
を
生
き
抜
い
た
経
験
が

あ
り
、
そ
の
言
葉
か
ら
彼
の
絶
望
的
な
う
め
き

声
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
、
私
は
彼
を
励
ま
そ
う
と
、
次
の
よ

う
に
返
信
し
ま
し
た
。

一
本
の
ろ
う
そ
く
の
灯
は
そ
れ
が
点
い
て
い

る
限
り
、
無
限
の
数
の
ロ
ー
ソ
ク
に
火
を
灯
す

こ
と
が
で
き
る
。
エ
コ
村
の
実
践
が
成
功
す
れ

ば
、
そ
れ
が
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
に
な
っ
て
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
人
々
の
、
集
落
の
心
の
ロ
ー
ソ
ク
に

灯
を
つ
け
て
、カ
ン
ボ
ジ
ア
全
土
に
広
が
る
よ
。

頑
張
ろ
う
と
。

円
福
友
の
会
の
実
践
も
、愛
育
園
の
実
践
も
、

幼
稚
園
の
実
践
も
、
そ
れ
が
赤
々
と
輝
く
ロ
ー

ソ
ク
の
火
と
な
っ
て
、
社
会
の
、
日
本
の
、
世

界
の
人
々
の
心
の
ロ
ー
ソ
ク
に
火
を
灯
し
拡
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

受
益
農
家
二
八
軒
の
状
況
は

 

模
範
農
家
四
（
一
五
％
）、
軍
月
給
と
農
業

で
一
〇
（
三
七
％
）、
超
貧
困
七
（
二
五
％
）、

夜
逃
げ
七
（
二
五
％
）
で
し
た
。

何
と
半
数
も
の
農
家
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
か
ら
高
利
の
借
金
に
手
を
出
し
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
に
手
を
染
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に

な
り
、
Ｄ
Ｖ
で
家
庭
を
破
壊
し
、
借
金
を
返

済
で
き
ず
に
夜
逃
げ
を
す
る
か
、
極
貧
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
た
。
井
戸
を
寄
贈
し

て
あ
げ
た
の
に
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
状
況
に

な
っ
た
こ
と
に
悲
し
く
、
ソ
フ
ァ
ッ
ト
氏
に
理

由
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
ソ
フ
ァ
ッ

ト
氏
も
心
を
痛
め
て
い
る
と
次
の
よ
う
に
返

信
が
あ
り
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
五
十
年
も
続
い
た
内
戦
の

ト
ラ
ウ
マ
が
今
も
残
っ
て
い
て
、
独
裁
が
続
く

政
府
は
汚
職
、
贈
賄
、
身
び
い
き
な
ど
で
私
腹

を
肥
や
し
、
市
民
の
た
め
の
政
治
を
し
な
い
。

そ
れ
は
絶
望
的
な
状
況
で
、
日
本
は
も
ち
ろ
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ん
、
隣
国
の
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
が
う
ら
や
ま
し

い
、
と
。
吉
田
顧
問
が
内
戦
に
よ
り
密
告
社
会

が
で
き
、
人
が
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
、
私
腹
を

肥
や
し
、
共
助
の
社
会
を
築
く
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
た
こ
と
も
思
い
出

し
ま
し
た
。

彼
自
身
が
内
戦
で
父
母
き
ょ
う
だ
い
す
べ
て

を
殺
さ
れ
、
瀕
死
の
中
を
生
き
抜
い
た
経
験
が

あ
り
、
そ
の
言
葉
か
ら
彼
の
絶
望
的
な
う
め
き

声
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
、
私
は
彼
を
励
ま
そ
う
と
、
次
の
よ

う
に
返
信
し
ま
し
た
。

一
本
の
ろ
う
そ
く
の
灯
は
そ
れ
が
点
い
て
い

る
限
り
、
無
限
の
数
の
ロ
ー
ソ
ク
に
火
を
灯
す

こ
と
が
で
き
る
。
エ
コ
村
の
実
践
が
成
功
す
れ

ば
、
そ
れ
が
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
に
な
っ
て
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
人
々
の
、
集
落
の
心
の
ロ
ー
ソ
ク
に

灯
を
つ
け
て
、カ
ン
ボ
ジ
ア
全
土
に
広
が
る
よ
。

頑
張
ろ
う
と
。

円
福
友
の
会
の
実
践
も
、愛
育
園
の
実
践
も
、

幼
稚
園
の
実
践
も
、
そ
れ
が
赤
々
と
輝
く
ロ
ー

ソ
ク
の
火
と
な
っ
て
、
社
会
の
、
日
本
の
、
世

界
の
人
々
の
心
の
ロ
ー
ソ
ク
に
火
を
灯
し
拡
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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カ
ン
ボ
ジ
ア
　
エ
コ
村
支
援
再
開
（
そ
の
七
）　

こ
れ
か
ら
の
支
援
活
動
に
つ
い
て

円
福
友
の
会
顧
問
　
吉
田
恒
昭

先
月
号
は
、
マ
ニ
ラ
在
住
の
坂
井
和
さ
ん
か
ら
の

エ
コ
村
現
地
視
察
に
関
し
て
の
素
晴
ら
し
い
報
告
記

事
で
し
た
。
円
福
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ツ
ア
ー
が
し
ば

ら
く
滞
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
記
事
は
誠
に
タ
イ
ム

リ
ー
で
有
難
く
エ
コ
村
の
現
況
を
理
解
す
る
の
に
と

て
も
貴
重
で
し
た
。深
甚
の
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

坂
井
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
か
ら
一
貫
し
て
途
上
国

開
発
協
力
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
で
す
の
で
、
初

め
て
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
奥
地
寒
村
訪
問
で
も
全
く
気
後

れ
す
る
こ
と
も
な
く
、
村
道
脇
の
簡
易
食
堂
で
ナ
マ

ズ
料
理
を
食
べ
、
支
援
農
家
で
コ
コ
ナ
ツ
ジ
ュ
ー
ス

を
飲
み
、
ラ
ッ
ト
さ
ん
の
手
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
し
た
（
写
真
③
参
照
）。
途
上
国
の
訪
問
で
現

カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援

地
の
人
々
と
の
相
互
信
頼
を
一
瞬
で
勝
ち
取
る
極
意

は『
現
地
郷
土
の
味
を
美
味
し
く
笑
顔
で
頂
く
こ
と
』

な
の
で
す
。

坂
井
さ
ん
の
現
地
視
察
報
告
の
内
容
は
温
か
く
も

鋭
い
観
察
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
と
り
わ
け
記
事
の

最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
『
厳
し
い
現
実
と
苦
し
い
生

活
の
中
で
、
暗
い
表
情
を
見
せ
る
こ
と
な
く
温
か
く

私
を
迎
え
て
下
さ
っ
た
エ
コ
村
の
皆
さ
ん
に
は
深
く

心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
皆
さ
ん
と
強
い
信
頼

関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
の
姿
に
尊

敬
の
念
を
抱
き
ま
し
た
』
の
結
語
に
、
私
は
エ
コ
村

支
援
の
将
来
に
、
た
と
え
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
呻
吟
し

て
い
て
も
、一
条
の
光
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
が
坂
井
さ
ん
の
訪
問
時
に
撮
っ

た
多
く
の
写
真
の
中
で
、
私
が
と
り
わ
け
注
目
し
た

の
は
、
多
角
的
営
農
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
農
家
の
姿

で
す
。
例
え
ば
写
真
①
は
ソ
ッ
カ
さ
ん
宅
で
の
泡
盛

（
米
か
ら
作
る
蒸
留
酒
）
製
造
設
備
、
養
豚
小
屋
、

そ
し
て
隣
人
の
ト
ン
さ
ん
が
挑
む
コ
コ
ナ
ツ
栽
培
の

姿
で
す
。
こ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
農
家
の
ヤ
ル
気
（
内

発
的
動
機
）
を
円
福
友
の
会
は
彼
ら
へ
の
営
農
技
術

指
導
を
通
し
て
自
立
的
生

計
向
上
を
図
れ
な
い
か
と

の
思
い
を
強
く
し
ま
し

た
。エ

コ
村
が
開
村
し
て
十

有
余
年
、
残
念
な
が
ら
エ

コ
村
の
農
家
数
は
減
少
し

続
け
て
い
ま
す
。
十
年

前
の
二
〇
一
二
年
に
は

一
七
〇
〇
戸
も
あ
っ
た
農

家
数
が
二
〇
一
六
年
に
は

一
二
八
五
戸
に
減
り
、
そ

し
て
二
〇
二
〇
年
に
は

五
九
〇
と
開
村
時
の
約
三

分
の
一
に
激
減
し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、

こ
の
数
は
更
に
減
少
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
坂
井
さ

ん
が
見
学
し
た
養
魚
灌
漑

池
の
周
辺
地
区
で
は
農
家

の
離
村
が
止
ま
ら
な
い
と
、
事
業
を
担
当
し
て
い
る

人
か
ら
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。

幸
運
に
も
円
福
友
の
会
が
支
援
を
し
て
い
る
ナ

チ
ュ
ラ
ル
小
学
校
地
区
の
エ
コ
村
の
西
部
地
区
で
は

何
と
か
生
存
限
界
で
持
ち
こ
た
え
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
の
地
区
へ
入
植
し
た
家
族
は
少
な
か
ら
ず
国

境
警
備
兵
や
退
役
軍
人
の
家
族
で
、
最
低
限
の
月
収

が
あ
り
生
計
を
保
っ
て
い
る
の
で
す
。

ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
は
こ
の
数
か
月
間
に
わ
た
り
円

福
友
の
会
支
援
の
井
戸
三
四
基
と
家
族
二
八
家
族
の

現
況
を
調
査
し
て
く
れ
ま
し
た
。
か
な
り
定
性
的
な

評
価
に
な
り
ま
す
が
、
二
八
家
族
の
内
で
離
村
し
た

の
は
七
家
族
で
す
。
残
り
の
二
一
家
族
の
内
、
僅
か

四
家
族
が
多
角
的
集
約
的
営
農
に
成
功
し
無
借
金
で

生
計
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
一
〇
農
家
は
借
金
の
返

済
に
苦
し
み
な
が
ら
食
う
や
食
わ
ず
の
生
活
で
す
。

そ
し
て
栄
養
不
良
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
農
家
が
七
家

族
と
報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
十
年
間
で
の
エ

コ
村
全
体
の
離
村
農
家
の
割
合
が
六
割
近
い
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
円
福
支
援
地
区
は
比
較
的
良
い
状
況
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
。

写真①　左からソッカさんの泡盛製造設備、養豚小屋、トンさんのココナッツ栽培
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指
導
を
通
し
て
自
立
的
生

計
向
上
を
図
れ
な
い
か
と

の
思
い
を
強
く
し
ま
し

た
。エ

コ
村
が
開
村
し
て
十

有
余
年
、
残
念
な
が
ら
エ

コ
村
の
農
家
数
は
減
少
し

続
け
て
い
ま
す
。
十
年

前
の
二
〇
一
二
年
に
は

一
七
〇
〇
戸
も
あ
っ
た
農

家
数
が
二
〇
一
六
年
に
は

一
二
八
五
戸
に
減
り
、
そ

し
て
二
〇
二
〇
年
に
は

五
九
〇
と
開
村
時
の
約
三

分
の
一
に
激
減
し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、

こ
の
数
は
更
に
減
少
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
坂
井
さ

ん
が
見
学
し
た
養
魚
灌
漑

池
の
周
辺
地
区
で
は
農
家

の
離
村
が
止
ま
ら
な
い
と
、
事
業
を
担
当
し
て
い
る

人
か
ら
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。

幸
運
に
も
円
福
友
の
会
が
支
援
を
し
て
い
る
ナ

チ
ュ
ラ
ル
小
学
校
地
区
の
エ
コ
村
の
西
部
地
区
で
は

何
と
か
生
存
限
界
で
持
ち
こ
た
え
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
の
地
区
へ
入
植
し
た
家
族
は
少
な
か
ら
ず
国

境
警
備
兵
や
退
役
軍
人
の
家
族
で
、
最
低
限
の
月
収

が
あ
り
生
計
を
保
っ
て
い
る
の
で
す
。

ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
は
こ
の
数
か
月
間
に
わ
た
り
円

福
友
の
会
支
援
の
井
戸
三
四
基
と
家
族
二
八
家
族
の

現
況
を
調
査
し
て
く
れ
ま
し
た
。
か
な
り
定
性
的
な

評
価
に
な
り
ま
す
が
、
二
八
家
族
の
内
で
離
村
し
た

の
は
七
家
族
で
す
。
残
り
の
二
一
家
族
の
内
、
僅
か

四
家
族
が
多
角
的
集
約
的
営
農
に
成
功
し
無
借
金
で

生
計
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
一
〇
農
家
は
借
金
の
返

済
に
苦
し
み
な
が
ら
食
う
や
食
わ
ず
の
生
活
で
す
。

そ
し
て
栄
養
不
良
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
農
家
が
七
家

族
と
報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
十
年
間
で
の
エ

コ
村
全
体
の
離
村
農
家
の
割
合
が
六
割
近
い
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
円
福
支
援
地
区
は
比
較
的
良
い
状
況
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
。

写真①　左からソッカさんの泡盛製造設備、養豚小屋、トンさんのココナッツ栽培
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先
ず
は
井
戸
を
支
援
し
ま
し
た
。
井
戸
支
援
を
行
う

前
に
は
ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
に
綿
密
な
農
家
基
本
調
査

を
行
い
、
水
に
対
す
る
基
本
的
な
知
識
の
有
無
や
水

を
ど
の
よ
う
に
生
活
、
衛
生
、
農
業
生
産
に
生
か
す

か
、
故
障
を
し
た
時
の
対
応
な
ど
を
事
前
に
学
習
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
外
部
か
ら
の
突
然
の
善
意
に
満

ち
た
支
援
介
入
は
、と
も
す
れ
ば
一
過
性
で
、か
え
っ

て
村
の
伝
統
的
生
産
関
係
や
相
互
依
存
の
均
衡
状
態

を
崩
壊
さ
せ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
不
安
定
化
さ
せ

る
要
因
も
と
も
な
り
ま
す
。
伝
統
的
な
農
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
（
社
会
）
に
は
長
い
年
月
を
経
て
蓄
積
さ
れ

た
多
く
の
暗
黙
知
に
満
ち
て
い
る
の
で
す
。
外
部
者

が
そ
れ
を
無
視
し
て
ア
レ
コ
レ
と“

飴
玉”

を
配
り

な
が
ら
指
図
す
る
と
、
一
時
的
な
損
得
勘
定
で
一
見

う
ま
く
人
々
が
動
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

そ
れ
は
内
発
的
な
動
機
づ
け
か
ら
で
は
な
い
の
で
、

持
続
可
能
で
は
な
く
自
立
的
な
成
長
に
は
繋
が
ら
な

い
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
円
福
友
の
会
の
支
援
が
繰
り
返
し
て

き
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
『
村
人
の
村
人
に
よ
る
村

人
の
た
め
の
』
支
援
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
開
発
協
力
の
理
念
の
『
内

発
的
動
機
付
け
に
よ
る
開
発
』
と
い
う
概
念
で
す
。

ち
ょ
っ
と
難
し
い
言
い
方
と
な
り
ま
す
が
、
開
発
の

目
的
と
手
段
を
論
理
的
に
繋
げ
て
造
ら
れ
る
事
業
計

画
は
住
民
自
身
の
主
体
的
内
発
的
な
動
機
に
よ
っ
て

策
定
さ
れ
、
彼
ら
の
主
体
的
な
行
動
に
よ
っ
て
こ
そ

『
住
民
の
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
事
業
』
と
な

り
得
る
の
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
事
業
の
持
続

的
な
発
展
と
住
民
自
身
の
自
立
的
成
長
が
期
待
で
き

る
の
で
す
。

考
え
て
み
れ
ば
藤
本
住
職
が
児
童
養
護
施
設
の
愛

育
園
で
日
夜
奮
闘
し
つ
つ
、
大
い
な
る
喜
び
を
も
感

得
で
き
る
の
は
、
児
童
の
内
発
的
で
主
体
的
な
行
動

か
ら
見
え
て
く
る
彼
ら
の
持
続
的
な
成
長
の
姿
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
供
た
ち
自
身
が
内
発
的

に
『
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
』
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
に
仕

向
け
、
彼
ら
が
自
立
の
た
め
の
社
会
的
適
合
力
を
身

に
着
け
る
こ
と
こ
そ
が
愛
育
園
の
役
割
な
の
だ
と
の

思
い
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
外
部
者
に
よ
る
支
援
の
役
割
と
限

界
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
円
福
友
の
会
の
エ
コ

加
え
て
、
坂
井
さ

ん
が
ラ
ッ
ト
さ
ん

の
家
で
見
つ
け
た

藤
本
住
職
か
ら
頂

い
た
額
入
り
の
表

彰
状
で
す
（
写
真

②
）。
二
〇
一
六

年
の
円
福
ツ
ア
ー

で
行
わ
れ
た
小
学

校
農
園
開
所
式
で

十
数
人
の
篤
農
家

に
対
し
て
円
福
事

業
に
協
力
し
て
く

れ
た
農
家
を
対
象
に
僅
か
ば
か
り
の
金
一
封
と
表
彰

状
が
藤
本
住
職
か
ら
渡
さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
人
生

で
表
彰
状
授
与
さ
れ
た
の
は
初
め
て
だ
と
大
い
に
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
篤
農
家
の
人
た
ち
は

こ
ぞ
っ
て
表
彰
状
を
居
間
の
壁
に
貼
っ
て
誇
り
に
し

て
い
ま
す
。
円
福
友
の
会
と
村
人
た
ち
と
の
絆
が
強

く
生
き
て
い
る
事
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

円
福
友
の
会
は
『
水
あ
る
と
こ
ろ
に
仏
あ
り
』
で

三
四
基
の
井
戸
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
で

は
二
〇
基
は
順
調
に
機
能
し
て
い
ま
す
が
、
離
村
七

家
族
の
井
戸
を
含
め
て
一
〇
基
の
井
戸
が
使
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
残
り
の
四
基
は
未
報
告
で
す
。
地
下
水

が
枯
渇
し
た
と
い
う
報
告
は
な
い
の
は
今
後
を
考
え

る
時
に
は
光
明
で
す
。
こ
の
よ
う
に
円
福
支
援
の
成

果
は
そ
の
期
待
に
十
分
沿
う
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
も
し
井
戸
が
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
農
民
が

ど
の
よ
う
な
窮
状
に
遭
遇
し
た
か
は
想
像
に
難
く
あ

り
ま
せ
ん
。

坂
井
さ
ん
の
記
事
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
苦
境
の

中
で
も
、
農
民
の
姿
に
い
く
つ
も
の
明
る
い
兆
候
を

見
出
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
が

ど
れ
だ
け
現
地
の
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
か
が

分
か
り
ま
す
。私
も
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、ソ
フ
ァ
ッ

ト
さ
ん
と
一
緒
に
村
に
入
る
と
、
村
人
は
ま
る
で
彼

が
親
類
縁
者
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
笑
顔
で
彼
に
近

寄
っ
て
き
ま
す
。
今
回
の
坂
井
さ
ん
達
の
突
然
の
訪

問
に
対
し
て
も
、
近
所
の
農
家
の
人
々
が
自
然
発
生

的
に
集
ま
り
意
見
を
交
わ
し
合
う
姿
は
、
村
人
に
芽

生
え
て
き
た
連
帯
感
と
共
助
の
姿
だ
と
思
い
ま
す
。

写真②　ラットさん宅の居間の壁に
掲げられた表彰状
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先
ず
は
井
戸
を
支
援
し
ま
し
た
。
井
戸
支
援
を
行
う

前
に
は
ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
に
綿
密
な
農
家
基
本
調
査

を
行
い
、
水
に
対
す
る
基
本
的
な
知
識
の
有
無
や
水

を
ど
の
よ
う
に
生
活
、
衛
生
、
農
業
生
産
に
生
か
す

か
、
故
障
を
し
た
時
の
対
応
な
ど
を
事
前
に
学
習
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
外
部
か
ら
の
突
然
の
善
意
に
満

ち
た
支
援
介
入
は
、と
も
す
れ
ば
一
過
性
で
、か
え
っ

て
村
の
伝
統
的
生
産
関
係
や
相
互
依
存
の
均
衡
状
態

を
崩
壊
さ
せ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
不
安
定
化
さ
せ

る
要
因
も
と
も
な
り
ま
す
。
伝
統
的
な
農
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
（
社
会
）
に
は
長
い
年
月
を
経
て
蓄
積
さ
れ

た
多
く
の
暗
黙
知
に
満
ち
て
い
る
の
で
す
。
外
部
者

が
そ
れ
を
無
視
し
て
ア
レ
コ
レ
と“

飴
玉”
を
配
り

な
が
ら
指
図
す
る
と
、
一
時
的
な
損
得
勘
定
で
一
見

う
ま
く
人
々
が
動
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

そ
れ
は
内
発
的
な
動
機
づ
け
か
ら
で
は
な
い
の
で
、

持
続
可
能
で
は
な
く
自
立
的
な
成
長
に
は
繋
が
ら
な

い
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
円
福
友
の
会
の
支
援
が
繰
り
返
し
て

き
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
『
村
人
の
村
人
に
よ
る
村

人
の
た
め
の
』
支
援
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
開
発
協
力
の
理
念
の
『
内

発
的
動
機
付
け
に
よ
る
開
発
』
と
い
う
概
念
で
す
。

ち
ょ
っ
と
難
し
い
言
い
方
と
な
り
ま
す
が
、
開
発
の

目
的
と
手
段
を
論
理
的
に
繋
げ
て
造
ら
れ
る
事
業
計

画
は
住
民
自
身
の
主
体
的
内
発
的
な
動
機
に
よ
っ
て

策
定
さ
れ
、
彼
ら
の
主
体
的
な
行
動
に
よ
っ
て
こ
そ

『
住
民
の
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
事
業
』
と
な

り
得
る
の
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
事
業
の
持
続

的
な
発
展
と
住
民
自
身
の
自
立
的
成
長
が
期
待
で
き

る
の
で
す
。

考
え
て
み
れ
ば
藤
本
住
職
が
児
童
養
護
施
設
の
愛

育
園
で
日
夜
奮
闘
し
つ
つ
、
大
い
な
る
喜
び
を
も
感

得
で
き
る
の
は
、
児
童
の
内
発
的
で
主
体
的
な
行
動

か
ら
見
え
て
く
る
彼
ら
の
持
続
的
な
成
長
の
姿
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
供
た
ち
自
身
が
内
発
的

に
『
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
』
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
に
仕

向
け
、
彼
ら
が
自
立
の
た
め
の
社
会
的
適
合
力
を
身

に
着
け
る
こ
と
こ
そ
が
愛
育
園
の
役
割
な
の
だ
と
の

思
い
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
外
部
者
に
よ
る
支
援
の
役
割
と
限

界
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
円
福
友
の
会
の
エ
コ

加
え
て
、
坂
井
さ

ん
が
ラ
ッ
ト
さ
ん

の
家
で
見
つ
け
た

藤
本
住
職
か
ら
頂

い
た
額
入
り
の
表

彰
状
で
す
（
写
真

②
）。
二
〇
一
六

年
の
円
福
ツ
ア
ー

で
行
わ
れ
た
小
学

校
農
園
開
所
式
で

十
数
人
の
篤
農
家

に
対
し
て
円
福
事

業
に
協
力
し
て
く

れ
た
農
家
を
対
象
に
僅
か
ば
か
り
の
金
一
封
と
表
彰

状
が
藤
本
住
職
か
ら
渡
さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
人
生

で
表
彰
状
授
与
さ
れ
た
の
は
初
め
て
だ
と
大
い
に
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
篤
農
家
の
人
た
ち
は

こ
ぞ
っ
て
表
彰
状
を
居
間
の
壁
に
貼
っ
て
誇
り
に
し

て
い
ま
す
。
円
福
友
の
会
と
村
人
た
ち
と
の
絆
が
強

く
生
き
て
い
る
事
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

円
福
友
の
会
は
『
水
あ
る
と
こ
ろ
に
仏
あ
り
』
で

三
四
基
の
井
戸
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
で

は
二
〇
基
は
順
調
に
機
能
し
て
い
ま
す
が
、
離
村
七

家
族
の
井
戸
を
含
め
て
一
〇
基
の
井
戸
が
使
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
残
り
の
四
基
は
未
報
告
で
す
。
地
下
水

が
枯
渇
し
た
と
い
う
報
告
は
な
い
の
は
今
後
を
考
え

る
時
に
は
光
明
で
す
。
こ
の
よ
う
に
円
福
支
援
の
成

果
は
そ
の
期
待
に
十
分
沿
う
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
も
し
井
戸
が
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
農
民
が

ど
の
よ
う
な
窮
状
に
遭
遇
し
た
か
は
想
像
に
難
く
あ

り
ま
せ
ん
。

坂
井
さ
ん
の
記
事
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
苦
境
の

中
で
も
、
農
民
の
姿
に
い
く
つ
も
の
明
る
い
兆
候
を

見
出
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
が

ど
れ
だ
け
現
地
の
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
か
が

分
か
り
ま
す
。私
も
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、ソ
フ
ァ
ッ

ト
さ
ん
と
一
緒
に
村
に
入
る
と
、
村
人
は
ま
る
で
彼

が
親
類
縁
者
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
笑
顔
で
彼
に
近

寄
っ
て
き
ま
す
。
今
回
の
坂
井
さ
ん
達
の
突
然
の
訪

問
に
対
し
て
も
、
近
所
の
農
家
の
人
々
が
自
然
発
生

的
に
集
ま
り
意
見
を
交
わ
し
合
う
姿
は
、
村
人
に
芽

生
え
て
き
た
連
帯
感
と
共
助
の
姿
だ
と
思
い
ま
す
。

写真②　ラットさん宅の居間の壁に
掲げられた表彰状
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村
支
援
の
方
向
を
具
体
的
に
考
え
て
み
ま
し
た
。
エ

コ
村
で
は
農
業
生
産
の
要
素
で
あ
る
土
地
、労
働（
技

術
を
含
む
）、
そ
し
て
生
産
財
と
市
場
は
そ
れ
な
り

に
存
在
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
深
刻
な
貧
困
が
蔓
延

し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
た
る
要
因
は
何
な
の
で
し
ょ

う
か
。
約
十
年
間
の
エ
コ
村
支
援
で
の
実
践
と
観
察

を
経
て
貧
困
の
主
要
因
は
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
モ
デ
ル
農
家
と
も
い
う
べ
き
マ
オ
さ
ん
と

ラ
ッ
ト
さ
ん
た
ち
の
成
功
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
た
の

で
す
。
彼
ら
の
多
角
的
集
約
的
営
農
の
成
功
の
要
因

は
営
農
技
術
が
優
れ
て
い
る
こ
と
、
勤
勉
で
あ
る
こ

と
、
市
場
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
、
借
金
が
無
い
こ

と
の
４
要
素
な
の
で
す
。
要
約
す
れ
ば
ラ
ッ
ト
さ
ん

の
多
角
的
集
約
的
営
農
技
術
を
他
の
近
隣
農
家
へ
移

転
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
困
窮
す
る
農
家

の
生
計
向
上
が
期
待
で
き
る
貧
困
脱
出
の
処
方
箋
に

な
り
得
る
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
ど
う
や
っ
て
ラ
ッ
ト
さ
ん
型
多
角
的

集
約
的
営
農
技
術
を
他
の
農
家
に
普
及
さ
せ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
円
福
友
の
会
の
望
ま
し
い

支
援
に
関
し
て
、
こ
の
半
年
は
辛
抱
強
く
ソ
フ
ァ
ッ

ト
さ
ん
と
農
民
リ
ー
ダ
ー
達

か
ら
の
〝
内
発
的
な
提
案
〞

を
待
ち
続
け
ま
し
た
。
こ
ち

ら
か
ら
の
提
案
の
押
し
つ
け

は
禁
物
で
す
の
で
、
彼
ら
自

身
が
現
状
の
課
題
を
ど
う
認

識
し
、
そ
の
解
決
手
段
に
つ

い
て
十
分
に
話
し
合
っ
て
提

案
を
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
た
の
で
す
。

十
年
前
に
円
福
友
の
会
が

井
戸
掘
削
支
援
を
始
め
た
当

初
か
ら
、
私
は
農
業
の
経
験

が
少
な
い
入
植
者
家
族
へ
の

多
角
的
で
集
約
的
な
営
農
技

術
の
普
及
が
生
計
向
上
の
鍵

で
あ
る
こ
と
は
分
っ
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
小
学
校

学
校
農
園
で
の
児
童
に
よ
る

実
践
的
体
験
を
介
し
て
、
願

わ
く
ば
、
児
童
家
族
へ
の
営

写真③　多角的集約的営農の天才とも言うべきラットさん、利他に篤いラットさんです
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農
技
術
移
転
を
目
論
ん
だ
の
で
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
閉
鎖
な
ど
も
重
な
っ
て
小
学

校
の
児
童
に
技
術
移
転
の
役
割
を
期
待
す
る
の
は
彼

ら
に
と
っ
て
は
荷
が
重
す
ぎ
た
よ
う
で
成
果
に
は
限

界
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
学
校
農
園
よ
り
も
農
家

へ
の
直
接
的
な
営
農
技
術
指
導
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
の
農
村
開
発

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
営
農
技
術
普
及
指
導
員
を

エ
コ
村
に
派
遣
駐
在
さ
せ
る
案
を
ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん

達
に
提
案
し
て
み
ま
し
た
。
こ
の
提
案
は
十
年
前
に

エ
コ
村
農
家
四
軒
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー
ム
に
指

定
し
、
実
際
に
マ
オ
さ
ん
と
ド
イ
ソ
ク
さ
ん
が
こ
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー
ム
で
素
晴
ら
し
い
実
績
を
あ

げ
た
経
験
を
踏
ま
え
て
の
提
案
で
し
た
。

こ
の
私
の
提
案
に
対
し
て
ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
と
ラ

オ
さ
ん
が
二
人
で
緊
密
に
相
談
協
議
し
て
ま
と
め
て

き
た
案
は
、
ま
さ
に
村
人
の
村
人
に
よ
る
村
人
の
た

め
の
（
内
発
的
主
体
的
）
提
案
で
、
藤
本
住
職
と
私

は
大
い
に
驚
き
ま
し
た
。

彼
ら
と
の
数
回
の
や
り
と
り
を
経
て
彼
ら
が
提
案

し
て
き
た
計
画
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

⑴
　
追
加
的
な
井
戸
設
置
　
円
福
友
の
会
支
援
地

区
で
は
井
戸
が
住
民
の
命
で
あ
る
こ
と
に
疑

い
は
な
い
。
井
戸
の
な
い
農
家
は
森
林
動
植

物
の
採
取
で
糊
口
を
凌
い
で
お
り
、
井
戸
設

置
を
希
望
す
る
農
家
は
多
い
。
勤
勉
・
誠
実
・

互
助
を
尊
ぶ
農
家
を
見
極
め
円
福
の
予
算
内

で
約
十
基
の
井
戸
を
掘
削
設
置
し
た
い
。
こ

の
た
め
に
直
ぐ
に
で
も
農
家
基
本
調
査
を

行
っ
て
支
援
農
家
を
選
定
し
た
い
。
支
援
農

家
同
志
の
助
け
合
い
と
営
農
技
術
グ
ル
ー
プ

研
修
を
行
う
べ
く
井
戸
設
置
農
家
は
ク
ラ
ス

タ
ー
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑵
　
ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
と
ラ
ッ
ト
さ
ん
が
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
農
家
巡
回
指
導
を
行
う
。
近
隣

農
家
か
ら
信
頼
と
尊
敬
を
得
て
い
る
ラ
ッ
ト

さ
ん
が
週
一
回
半
日
を
割
い
て
支
援
農
家
を

巡
回
し
、
各
農
家
の
事
情
に
沿
っ
た
多
角
的

集
約
的
営
農
指
導
を
実
技
指
導
す
る
。
指
導

内
容
は
ラ
ッ
ト
さ
ん
が
成
果
を
挙
げ
て
い
る

経
験
知
を
踏
ま
え
て
の
指
導
で
あ
る
。
時
に

応
じ
て
近
隣
農
家
グ
ル
ー
プ
実
演
指
導
も
行

村
支
援
の
方
向
を
具
体
的
に
考
え
て
み
ま
し
た
。
エ

コ
村
で
は
農
業
生
産
の
要
素
で
あ
る
土
地
、労
働（
技

術
を
含
む
）、
そ
し
て
生
産
財
と
市
場
は
そ
れ
な
り

に
存
在
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
深
刻
な
貧
困
が
蔓
延

し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
た
る
要
因
は
何
な
の
で
し
ょ

う
か
。
約
十
年
間
の
エ
コ
村
支
援
で
の
実
践
と
観
察

を
経
て
貧
困
の
主
要
因
は
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
モ
デ
ル
農
家
と
も
い
う
べ
き
マ
オ
さ
ん
と

ラ
ッ
ト
さ
ん
た
ち
の
成
功
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
た
の

で
す
。
彼
ら
の
多
角
的
集
約
的
営
農
の
成
功
の
要
因

は
営
農
技
術
が
優
れ
て
い
る
こ
と
、
勤
勉
で
あ
る
こ

と
、
市
場
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
、
借
金
が
無
い
こ

と
の
４
要
素
な
の
で
す
。
要
約
す
れ
ば
ラ
ッ
ト
さ
ん

の
多
角
的
集
約
的
営
農
技
術
を
他
の
近
隣
農
家
へ
移

転
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
困
窮
す
る
農
家

の
生
計
向
上
が
期
待
で
き
る
貧
困
脱
出
の
処
方
箋
に

な
り
得
る
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
ど
う
や
っ
て
ラ
ッ
ト
さ
ん
型
多
角
的

集
約
的
営
農
技
術
を
他
の
農
家
に
普
及
さ
せ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
円
福
友
の
会
の
望
ま
し
い

支
援
に
関
し
て
、
こ
の
半
年
は
辛
抱
強
く
ソ
フ
ァ
ッ

ト
さ
ん
と
農
民
リ
ー
ダ
ー
達

か
ら
の
〝
内
発
的
な
提
案
〞

を
待
ち
続
け
ま
し
た
。
こ
ち

ら
か
ら
の
提
案
の
押
し
つ
け

は
禁
物
で
す
の
で
、
彼
ら
自

身
が
現
状
の
課
題
を
ど
う
認

識
し
、
そ
の
解
決
手
段
に
つ

い
て
十
分
に
話
し
合
っ
て
提

案
を
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
た
の
で
す
。

十
年
前
に
円
福
友
の
会
が

井
戸
掘
削
支
援
を
始
め
た
当

初
か
ら
、
私
は
農
業
の
経
験

が
少
な
い
入
植
者
家
族
へ
の

多
角
的
で
集
約
的
な
営
農
技

術
の
普
及
が
生
計
向
上
の
鍵

で
あ
る
こ
と
は
分
っ
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
小
学
校

学
校
農
園
で
の
児
童
に
よ
る

実
践
的
体
験
を
介
し
て
、
願

わ
く
ば
、
児
童
家
族
へ
の
営

写真③　多角的集約的営農の天才とも言うべきラットさん、利他に篤いラットさんです
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務
を
明
記
し
た
覚
書
を
三
者
署
名
の
上
で
交

わ
す
こ
と
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
内
容
と
す
る
事
業
計
画
の

提
案
が
現
地
ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
と
ラ
ッ
ト
さ
ん
か
ら

な
さ
れ
た
の
で
す
。
藤
本
住
職
も
私
も
ラ
ッ
ト
さ
ん

の
心
意
気
に
驚
き
ま
し
た
。
彼
は
私
が
今
ま
で
何
回

も
誌
上
で
彼
の
並
外
れ
た
勤
勉
性
新
規
性
そ
し
て
利

他
精
神
に
溢
れ
た
姿
を
報
告
し
て
き
ま
し
た
。
彼
ら

の
提
案
を
う
け
て
、
ラ
ッ
ト
さ
ん
へ
の
負
担
が
大

き
す
ぎ
て
現
実
的
で
は
な
い
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し

た
が
、
彼
に
は
有

能
な
長
男
が
後
継

ぎ
を
し
て
お
り
生

計
を
助
け
る
手
当

を
頂
け
れ
ば
大
丈

夫
と
の
こ
と
で
し

た
。
と
も
か
く
も

ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん

ラ
ッ
ト
さ
ん
そ
し

て
円
福
の
三
者
の

責
任
と
任
務
を
明

確
に
し
て
お
互
い
が
納
得
の

上
で
の
合
意
結
果
が
上
記
の

内
容
で
し
た
。

こ
の
四
月
か
ら
ソ
フ
ァ
ッ

ト
さ
ん
と
ラ
ッ
ト
さ
ん
が
上

記
の
合
意
の
下
で
活
動
を
始

め
ま
す
。
彼
ら
の
内
発
的
な

提
案
に
大
い
に
期
待
し
共
に

行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
が
動
き
出
せ
ば
予
期
せ

ぬ
こ
と
が
多
発
し
そ
う
で

す
。
こ
れ
ま
で
お
互
い
に
築

い
た
深
い
信
頼
関
係
を
踏
ま

え
て
、
臨
機
応
変
で
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
彼
ら
と
共
に
歩
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
友
の
会
会

員
の
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
理

解
と
ご
指
導
を
賜
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

写真⑤　左からラットさん学校農園に堆肥を届ける、肥料を調合する、後継ぎの長男（右端）

写真④　左からソファットさんと
モデル農家のラットさん、ソクさん、

セインさん、マオさん

う
。
ラ
ッ
ト
さ
ん
は
『
村
の
電
気
屋
さ
ん
』

と
し
て
も
信
望
が
あ
り
数
年
前
に
電
化
し
た

農
家
電
気
配
線
を
手
助
け
し
て
い
る
。
巡
回

指
導
は
週
に
一
回
半
日
の
頻
度
で
小
学
校
農

園
で
の
営
農
指
導
も
含
ま
れ
る
。
ソ
フ
ァ
ッ

ト
さ
ん
と
ラ
ッ
ト
さ
ん
の
現
地
巡
回
と
営
農

技
術
普
及
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
は
彼
ら
の
直

接
経
費
に
加
え
て
応
分
の
謝
金
を
出
来
高
払

い
を
原
則
と
し
て
支
払
う
こ
と
と
す
る
。

⑶
　
多
角
的
・
集
約
的
営
農
促
進
の
た
め
の
投
資

助
成
。
　
ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
と
ラ
ッ
ト
さ
ん

に
よ
る
農
家
へ
の
直
接
巡
回
営
農
技
術
指
導

に
合
わ
せ
て
各
農
家
の
事
情
に
合
わ
せ
た
多

角
的
集
約
的
営
農
支
援
（
所
得
向
上
生
産
活

動
）
を
目
的
と
し
て
各
農
家
が
行
う
投
資
へ

の
助
成
金
と
し
て
上
限
三
〇
〇
ド
ル
の
現
物

投
資
（
苗
木
、
農
具
、
家
畜
な
ど
）
を
支
給

す
る
。
助
成
金
を
受
領
し
た
被
支
援
農
家
は

成
果
を
生
み
出
し
た
時
点
で
助
成
金
の
二
割

相
当
分
を
ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
が
作
る
銀
行
口

座
に
寄
付
し
、
将
来
的
に
設
立
さ
れ
る
無
尽

講
（
結
）
互
助
会
の
設
立
基
金
積
み
立
て
と

す
る
。

⑷
　
農
家
グ
ル
ー
プ
の
会
合
促
進
　
被
支
援
農

家
は
二
か
月
に
一
回
の
集
会
を
ソ
フ
ァ
ッ
ト

さ
ん
と
ラ
ッ
ト
さ
ん
の
下
で
各
農
家
回
り
持

ち
周
り
で
開
催
し
、
問
題
点
や
解
決
法
な
ど

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
と
共
助
親
睦
に
勤
め

て
相
互
信
頼
の
醸
成
に
努
め
る
。
将
来
的
に

は
上
記
互
助
会
の
設
立
を
目
指
す
こ
と
と
す

る
。

⑸
　
事
業
管
理
体
制
と
記
録
報
告
　
こ
の
巡
回
営

農
技
術
指
導
事
業
は
二
〇
二
三
年
四
月
か
ら

の
一
年
間
の
試
行
期
間
と
し
て
実
施
し
、
一

年
後
に
成
果
の
評
価
を
踏
ま
え
て
事
業
継
続

の
有
無
あ
る
い
は
改
革
更
新
な
ど
を
協
議
す

る
こ
と
と
す
る
。
事
業
の
進
捗
は
ラ
ッ
ト
さ

ん
が
毎
週
末
ご
と
に
ソ
ア
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
へ

携
帯
な
ど
で
報
告
を
し
、
こ
の
現
場
報
告
を

踏
ま
え
て
、
ソ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
は
月
例
報
告

を
円
福
友
の
会
へ
行
う
こ
と
と
す
る
。

⑹
　
上
記
の
内
容
を
踏
ま
え
て
三
者
の
役
割
と
任
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的
で
し
た
。

読
売
は
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
全
国
優
勝
（
三
連
覇
）
し
た
高
校
を
そ
の
作
品
（
写
真
）
と
共
に
取
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
記
事
の
中
で
三
年
間
や
っ
て
来
て
最
も
心
に
残
っ
て
い
る
場
面
は
何
で
す
か
と
言
う
問

い
に
台
風
十
九
号
の
被
災
者
に
向
け
「
希
望
」
の
二
文
字
を
書
い
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
こ
の
生
徒
は
一
年
生
で
ボ
ン
ボ
ン
を
持
っ
て
盛
り
上
げ
る
役
目
だ
っ
た
の
で
す
が
、
見
て
い
た
女
性

が
「
こ
の
言
葉
を
胸
に
強
く
生
き
て
い
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
た
の
で
す
。

地
元
紙
は
「
大
人
の
言
う
「
青
春
」
な
く
て
も
」
と
県
内
の
高
校
生
十
四
組
が
長
野
で
卒
業
ラ
イ
ブ
を
開
催

し
た
こ
と
を
、
ピ
ン
ク
の
光
り
が
交
差
す
る
ラ
イ
ブ
会
場
の
写
真
と
共
に
報
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
幸
せ
の
と
ら
え
方
が
違
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

日
本
を
美
し
く
す
る
会
の
鍵
山
秀
三
郎
氏
は
南
長
野
仏
教
大
学
講
座
で
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平

成
六
年
仏
教
大
学
講
座
講
義
録
　
心
の
め
ざ
め
Ⅱ
　
一
九
三
ｐ
　
平
凡
な
こ
と
を
非
凡
に
）
少
し
長
く
な
り
ま

す
が
、
大
切
な
こ
と
と
思
い
紹
介
し
ま
す
。

さ
て
日
本
人
は
今
、
一
億
二
千
五
百
万
人
ほ
ど
い
る
そ
う
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
を
し
て
い
る
人
が
お

り
ま
す
。

ま
あ
中
に
は
、
東
京
の
新
宿
駅
に
毎
日
夕
方
に
な
る
と
、
段
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
き
て
寝
て
る
人
も
四
、五
十

人
い
る
そ
う
で
す
し
、
山
谷
と
か
大
阪
の
釜
ヶ
崎
で
そ
の
日
暮
ら
し
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

養　

育　

随　

想

子
ど
も
の
幸
せ

円
福
寺
愛
育
園
　
園
長
　
藤
本
光
世

社
会
的
養
護
の
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
と
は
子
ど
も
が
幸
せ
な
生
涯
を
送
れ
る
よ
う
に
育
て
る
こ
と
で
す
。

私
は
こ
の
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
国
は
、
そ
し
て
県
は
、「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
と
は
子
ど
も
が
幸
せ
な
生
涯
を
送
る
こ
と
で
あ
る
」

と
ど
う
し
て
言
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
不
思
議
で
す
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
う
ち
に
、
国
も
県
も
社
会
も
「
幸
せ
に
生
き
る
」
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
あ
る
か
に
つ
い

て
、
明
確
な
答
え
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
い
は
、「
幸

せ
に
生
き
る
」
は
人
の
価
値
観
の
問
題
で
踏
み
込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
な
あ
。

例
え
ば
、
今
日
（
二
十
七
日
）
の
読
売
と
地
元
紙
の
長
野
県
の
高
校
生
の
活
動
を
取
り
上
げ
た
記
事
は
対
照
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人
が
日
本
に
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
ん
な
境
遇
に
あ
っ
て
も
、
自
分
が
人
並
み
以
下
で
人
生
を
送
っ
て

い
い
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
人
は
一
人
も
い
な
い
。
出
来
れ
ば
人
並
み
に
は
な
り
た
い
。
な
お
欲
を
言
え
ば
、
人

並
み
以
上
に
な
り
た
い
。
な
ろ
う
こ
と
な
ら
特
別
な
存
在
に
な
り
た
い
、
と
い
う
ふ
う
に
人
間
は
誰
で
も
願
い

を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

「
お
れ
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
」「
私
な
ん
か
も
う
ど
う
で
も
い
い
人
生
よ
」
な
ん
て
口
で
言
っ
て
い
る

人
で
も
、
そ
の
心
の
奥
底
に
は
、
出
来
れ
ば
人
に
認
め
て
も
ら
い
た
い
、
人
に
尊
重
も
さ
れ
た
い
、
と
そ
う
い

う
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

そ
う
し
ま
す
と
、
そ
の
特
別
な
存
在
に
な
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
。
何
か
特
別
な
こ
と
を
し
な
い
と
、
特

別
な
人
間
に
な
れ
な
い
と
思
っ
て
、
特
別
な
こ
と
を
探
し
て
あ
る
く
人
が
大
変
多
い
わ
け
で
す
が
、
世
の
中
に

そ
ん
な
特
別
の
こ
と
な
ん
て
い
う
の
は
一
つ
も
な
く
て
、
ご
く
平
凡
な
こ
と
の
積
み
重
ね
し
か
な
い
の
で
す
。

先
ほ
ど
、
石
上
先
生
（
石
上
善
應
大
正
大
学
教
授
）
が
種
田
山
頭
火
の
話
を
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
山
頭
火

は
「
金
も
無
い
、
物
も
無
い
、
歯
も
無
い
私
」
と
い
う
詩
を
残
し
て
お
り
ま
す
。

私
も
同
じ
よ
う
に
、
金
も
物
も
無
く
、
若
い
の
に
虫
歯
ば
か
り
で
自
分
の
歯
も
満
足
に
は
無
く
て
、
そ
の
上

に
意
気
地
が
無
い
と
い
う
、
本
当
に
無
い
も
の
ば
っ
か
り
で
四
十
年
前
に
東
京
へ
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
私
は
幸
い
な
こ
と
に
、
自
分
が
何
も
才
能
が
無
い
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
何

で
も
な
い
よ
う
な
平
凡
な
こ
と
を
徹
底
し
て
や
ろ
う
と
心
に
決
め
た
の
で
す
。
し
か
も
、
平
凡
な
こ
と
を
た
だ

や
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
そ
の
質
を
上
げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
ほ
う
き
を
握
る
、
雑
巾
を
持
つ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
も
、
ど
う
し
た
ら
効
率
よ
く
で
き
る
の
か
、

そ
の
日
の
天
気
の
状
況
に
よ
っ
て
掃
除
の
仕
方
も
変
え
る
。
う
ち
の
会
社
へ
掃
除
研
修
に
来
ら
れ
る
大
勢
の
方

に
も
、
雑
巾
の
絞
り
方
か
ら
教
え
る
。
ど
ん
な
平
凡
な
こ
と
で
も
質
を
上
げ
な
が
ら
や
っ
て
い
る
と
、
あ
る
日

突
然
に
非
凡
に
変
わ
る
と
気
が
つ
い
た
か
ら
で
す
。
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
に
も
心
を
込
め
て
、
私
は
た
ゆ
ま
ず

進
む
と
い
う
や
り
方
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。（
中
略
）

続
い
て
、「
気
づ
く
人
に
な
る
」（
二
〇
〇
ｐ
）
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
四
十
年
間
の
社
会
生
活
を
通
し
て
、
大
勢
の
人
を
見
て
ま
す
と
、
一
生
懸
命
や
っ
て
る
の
に
な
か
な
か

成
功
し
な
い
人
、
そ
ん
な
に
骨
折
っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
の
に
、
や
る
こ
と
な
す
こ
と
う
ま
く
い
く
人

の
二
つ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
運
不
運
も
あ
っ
て
、
自
分
の
選
ん
だ
仕
事
、
ま
あ
農
業
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
年
に
選
ん

だ
作
物
が
天
候
の
具
合
に
よ
っ
て
、
良
か
っ
た
り
悪
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い

う
こ
と
は
一
年
二
年
の
こ
と
で
、
長
い
目
で
見
れ
ば
や
は
り
そ
れ
は
自
分
に
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

物
事
を
成
果
に
結
び
つ
け
て
い
る
人
は
、
実
に
よ
く
気
が
つ
く
人
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、
今
年
失
敗
し
て
次

の
年
も
失
敗
し
て
、
三
年
続
け
て
失
敗
し
て
も
四
年
目
に
は
必
ず
成
果
に
結
び
つ
け
る
。

気
が
つ
か
な
い
人
は
、
今
年
良
く
て
も
次
の
年
が
駄
目
で
、
そ
の
次
も
駄
目
で
次
が
良
く
て
も
又
駄
目
だ
と

い
う
ふ
う
に
、
ば
ら
つ
き
が
多
い
。

気
づ
く
人
は
失
敗
を
重
ね
て
い
な
が
ら
、
失
敗
か
ら
学
ん
で
、
そ
れ
を
成
果
に
結
び
付
け
て
い
く
と
い
う
力

を
持
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
、
気
付
か
な
い
人
は
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

で
は
、
気
付
く
人
に
な
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
い
ろ
い
ろ
な
方
法
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
私
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人
が
日
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い
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わ
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れ
ど
も
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ど
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な
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。
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な
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。
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。
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ど
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っ
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。
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な
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な
れ
な
い
と
思
っ
て
、
特
別
な
こ
と
を
探
し
て
あ
る
く
人
が
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で
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が
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の
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に

そ
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な
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の
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て
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の
は
一
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も
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な
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の
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、
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は
「
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無
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無
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、
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無
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私
」
と
い
う
詩
を
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し
て
お
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ま
す
。

私
も
同
じ
よ
う
に
、
金
も
物
も
無
く
、
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い
の
に
虫
歯
ば
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り
で
自
分
の
歯
も
満
足
に
は
無
く
て
、
そ
の
上

に
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気
地
が
無
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と
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う
、
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当
に
無
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も
の
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っ
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で
四
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前
に
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出
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た
。

し
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し
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は
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な
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と
に
、
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分
が
何
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が
無
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と
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う
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と
を
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し
て
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ま
し
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ら
、
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で
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な
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な
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と
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で
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。
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も
、
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な
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と
を
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だ
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る
だ
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な
く
、
そ
の
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を
上
げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
ほ
う
き
を
握
る
、
雑
巾
を
持
つ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
も
、
ど
う
し
た
ら
効
率
よ
く
で
き
る
の
か
、

そ
の
日
の
天
気
の
状
況
に
よ
っ
て
掃
除
の
仕
方
も
変
え
る
。
う
ち
の
会
社
へ
掃
除
研
修
に
来
ら
れ
る
大
勢
の
方

に
も
、
雑
巾
の
絞
り
方
か
ら
教
え
る
。
ど
ん
な
平
凡
な
こ
と
で
も
質
を
上
げ
な
が
ら
や
っ
て
い
る
と
、
あ
る
日

突
然
に
非
凡
に
変
わ
る
と
気
が
つ
い
た
か
ら
で
す
。
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
に
も
心
を
込
め
て
、
私
は
た
ゆ
ま
ず

進
む
と
い
う
や
り
方
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。（
中
略
）

続
い
て
、「
気
づ
く
人
に
な
る
」（
二
〇
〇
ｐ
）
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
四
十
年
間
の
社
会
生
活
を
通
し
て
、
大
勢
の
人
を
見
て
ま
す
と
、
一
生
懸
命
や
っ
て
る
の
に
な
か
な
か

成
功
し
な
い
人
、
そ
ん
な
に
骨
折
っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
の
に
、
や
る
こ
と
な
す
こ
と
う
ま
く
い
く
人

の
二
つ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
運
不
運
も
あ
っ
て
、
自
分
の
選
ん
だ
仕
事
、
ま
あ
農
業
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
年
に
選
ん

だ
作
物
が
天
候
の
具
合
に
よ
っ
て
、
良
か
っ
た
り
悪
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い

う
こ
と
は
一
年
二
年
の
こ
と
で
、
長
い
目
で
見
れ
ば
や
は
り
そ
れ
は
自
分
に
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

物
事
を
成
果
に
結
び
つ
け
て
い
る
人
は
、
実
に
よ
く
気
が
つ
く
人
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、
今
年
失
敗
し
て
次

の
年
も
失
敗
し
て
、
三
年
続
け
て
失
敗
し
て
も
四
年
目
に
は
必
ず
成
果
に
結
び
つ
け
る
。

気
が
つ
か
な
い
人
は
、
今
年
良
く
て
も
次
の
年
が
駄
目
で
、
そ
の
次
も
駄
目
で
次
が
良
く
て
も
又
駄
目
だ
と

い
う
ふ
う
に
、
ば
ら
つ
き
が
多
い
。

気
づ
く
人
は
失
敗
を
重
ね
て
い
な
が
ら
、
失
敗
か
ら
学
ん
で
、
そ
れ
を
成
果
に
結
び
付
け
て
い
く
と
い
う
力

を
持
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
、
気
付
か
な
い
人
は
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

で
は
、
気
付
く
人
に
な
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
い
ろ
い
ろ
な
方
法
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
私
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払
込
票
兼
受
領
証

長
野

通
常
払
込
料
金

加
入
者
負
担

円
福
友
の
会

円
福
友
の
会

（
郵
便
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
）

（
電
話
番
号
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
）

裏
面
の
注
意
事
項
を
お
読
み
下
さ
い
。（
郵
政
事
業
庁
）（
私
製
承
認
長
第
08336号

）

受
付
局
日
附
印

通
常
払
込

料
金
加
入

者
負
担

特
殊

取
扱

※※

※

※

※

（
消
費
税
込
み
）

千
百

十
万

千
百

十
円

千
百

十
万

千
百

十
円

右
詰
め
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

(右
詰
め
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
)

口
座
番
号

口座番号

記載事項を訂正した場合は、その箇所に訂正印を押してください。

各票の※印欄は、払込人において記載してください。

切り取らないで郵便局にお出しください。

加入者名

加入者名

金額払込人住所氏名
受付局日附印

払込人住所氏名 通　　信　　欄

料　金

料金

円

特殊取扱

（
　
）
会
費（
年
額
）個
人
3,000円

 ま
た
は
団
体（
3名
以
上
）
人
数
×
1,000円

＝
 

円
（
　
）
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
運
動
協
力
金
 

円
（
　
）
エ
コ
村
支
援
 

円
（
　
）
タ
イ
・
ス
ラ
ム
街
奨
学
生
支
援
 

円
（
　
）
お
も
い
や
り
の
会
 

円
（
　
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
金
 

円
そ
の
他
（
 

）
 

円
－
該
当
す
る
箇
所
に
○
印
を
お
つ
け
下
さ
い
。
S
A
B
A
運
動
協
力
金
等
に
は
圓
福
講
読
料
を
含
み
ま
す
－

金額

払
込
取
扱
票

円
福
友
の
会
 Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
運
動
申
込
書

は
い
つ
も
二
つ
挙
げ
て
そ
れ
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
徹
底
し
た
掃
除
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
単
に
、
わ
た
し
も
や
っ
て
ま
す
な
ん
て
い
う
簡

単
な
も
の
で
は
な
し
に
、
徹
底
し
て
掃
除
を
す
る
。

そ
の
掃
除
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
で
良
く
な
っ
て
い
く
か
と
い
う
と
、
掃
除
を
し
て
い
る

間
に
、
小
さ
な
も
の
の
持
っ
て
い
る
命
、
価
値
を
見
出
す
力
が
備
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
思
う
の
で
す
。（
中
略
）

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
自
分
の
体
、
自
分
の
手
足
を
使
っ
て
人
を
喜
ば
す
、
と
い
う
考
え
方
を
い
つ
も
持

つ
と
、
実
に
い
ろ
い
ろ
気
が
つ
く
よ
う
に
な
る
ん
で
す
ね
。

日
本
一
の
山
小
屋
燕
山
荘
の
赤
沼
健
至
社
長
さ
ん
も
、
お
掃
除
に
よ
っ
て
気
付
く
よ
う
に
な
る
と
話
さ
れ
て

い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
椅
子
が
曲
が
っ
て
い
た
ら
そ
れ
に
気
付
い
て
な
お
す
。
は
き
も
の
が
曲
が
っ
て

い
た
ら
そ
れ
に
気
付
い
て
な
お
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、燕
山
荘
の
周
り
に
住
む
熊
ま
で
立
派
に
な
っ
た
と
。

人
並
み
で
生
き
る
願
い
は
、
幸
せ
に
生
き
る
願
い
と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
誰
も
が
出
来
た
ら
人
に

尊
重
さ
れ
た
い
（
幸
せ
に
生
き
た
い
）
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
た
め
に
ど
う
生
き

れ
ば
よ
い
か
。
そ
し
て
、
子
ど
も
を
ど
う
育
て
れ
ば
良
い
か
。
鍵
山
秀
三
郎
氏
の
言
葉
に
そ
の
鍵
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
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●
タ
イ
ス
ラ
ム
奨
学
生
支
援

（
千
葉
県
） 

齋
藤
　
　
進
　
様

（
東
京
都
） 

坂
井
　
和
・
真
岐
子
　
様

（
埼
玉
県
） 

久
保
田
光
宏
　
様

（
長
野
県
） 

小
山
　
秀
一
　
様

半
田
　
周
央
　
様

●
お
も
い
や
り
の
会

（
千
葉
県
） 

齋
藤
　
　
進
　
様

（
埼
玉
県
） 

久
保
田
光
宏
　
様

（
長
野
県
） 

小
山
　
秀
一
　
様

塚
田
　
良
夫
　
様

竹
内
　
郁
子
　
様

丸
山
　
康
雄
　
様

小
林
　
季
雄
　
様

古
澤
　
　
望
　
様

秋
山
桂
一
郎
　
様

半
田
　
周
央
　
様

鈴
木
　
良
典
　
様

三
村
　
　
恵
　
様

大
川
　
和
宏
　
様

●
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

（
長
野
県
） 

小
山
　
秀
一
　
様

小
出
　
貞
之
　
様

水
本
　
一
雄
　
様

半
田
　
周
央
　
様

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
資
金

（
栃
木
県
） 

堀
江
の
り
子
　
様

（
千
葉
県
） 

立
花
　
幹
也
　
様

齋
藤
　
　
進
　
様

（
埼
玉
県
） 
三
星
　
　
剛
　
様

久
保
田
光
宏
　
様

（
神
奈
川
県
） 

吉
田
　
典
吉
　
様

砂
田
　
慎
治
　
様

（
長
野
県
） 

小
山
　
秀
一
　
様

小
出
　
貞
之
　
様

水
本
　
一
雄
　
様

望
月
　
暉
信
　
様

二
瓶
　
　
仁
　
様

栁
澤
　
一
誠
　
様

塚
田
　
良
夫
　
様

半
田
　
周
央
　
様

●
エ
コ
村
支
援

（
千
葉
県
） 

齋
藤
　
　
進
　
様

（
東
京
都
） 

坂
井
　
和
・
真
岐
子
　
様

（
埼
玉
県
） 

富
沢
　
　
進
　
様

久
保
田
光
宏
　
様

（
長
野
県
） 

小
山
　
秀
一
　
様

柴
田
　
孫
栄
　
様

塚
田
　
良
夫
　
様

竹
内
　
郁
子
　
様

玄
　
照
　
寺
　
様

半
田
　
周
央
　
様

令
和
五
年
三
月
分

（
二
月
二
十
八
日
〜
三
月
二
十
七
日
）

感
謝
の
お
知
ら
せ

世
界
法
民
人
類
連
帯

「
円
福
友
の
会
」
機
関
誌

『
円
福
』（
毎
月
一
回
発
行
）

円
福
友
の
会
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
会
員

会
費
　個
人
加
盟
　年
額

　三
、〇
〇
〇
円

　
　　グ
ル
ー
プ
加
盟
　年
額

　一
、〇
〇
〇
円

振
替
用
紙
で
御
送
金
下
さ
い
。

『
円
福
』

第

五
一
一
号

定
価
一
五
〇
円

発
行
日

　令
和
５
年
４
月
10
日

発
行
人

　
　
　藤

　本

　光

　世

発
行
所

　円

福

友

の

会

〒
388-

　
8005 

長
野
市
篠
ノ
井
横
田
円
福
寺

　Ｔ
Ｅ
Ｌ(

〇
二
六)

二
九
二
｜

〇
三
八
一

　Ｆ
Ａ
Ｘ(

〇
二
六)

二
九
三
｜

九
六
二
九

　振
替
口
座

　〇
〇
五
二
〇̶

七̶

一
六
二
五
六

（
三
人
以
上
）

個
人
加
盟
で
も
「
円
福
」
三
冊
送
り
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
号

四
月
の
法
母
会

　
二
十
三
日（
第
四
日
曜
日
）　

　
午
前
八
時
半
よ
り

五
月
の
参
禅
会

　
七
日（
第
一
日
曜
日
）

　
早
朝
五
時
よ
り

時
間
が
早
ま
り
ま
す
。
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
お
気
を
つ
け
て
お
い
で

下
さ
い
。
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世 界 法 民 連 帯 　 円 福 友 の 会

月４

円福友の会・ＳＡＢＡスクール

愛の日の丸  S A B A 運動

カンボジア小学校校舎建設

カンボジア　エコ村支援

タイ スラム街奨学生支援（教育里親）

大災害被災地支援

シャンティ国際ボランティア会協力

おもいやりの会（愛育園児童自立支援）

太 平 観 音 堂 護 持 発 展

円福友の会入会のすすめ

上記の 協力金は 00520 ７̶̶16256
加入者 あてに御送金下さい円福友の会

郵便振替

〒388-8005　長野市篠ノ井横田　円福寺内
TEL　0 2 6－2 9 2－0 3 8 1
FAX　0 2 6－2 9 3－9 6 2 9
http://ryu-enpukuji.com/tomonokai/
enpuku2@janis.or.jp


